
 

 

 

文学部 教育研究上の目的 
 

 

 

 

 

文学部日本文学科、言語表現学科及び歴史文化学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的は、次のとおりとする。 

 

(１) 日本文学科は、研究目標を世界文学における日本文学の持つ普遍性及び特殊性について実証的に考

究することに置き、教育目標を日本文学科に学ぶ学生の自己実現をサポートし、伝統的な価値観を

踏まえつつ多様化する社会に建設的に関わることのできる有為な人材を養成することに置く。これ

らの目標実現のために、言語表現学科及び歴史文化学科との連携の下、古典籍を含む資料の収集を

段階的に図り、また、文学事跡の実地踏査を行う等実物に即した教育研究活動の実践に努める。 

 

(２) 言語表現学科は、高度情報化社会における日本語による多様な表現活動及び日本語文化全般を研究

対象とする。現代メディアの状況を踏まえた「聞く・読む・書く・話す」技術の錬磨を通して、情

報を正確に理解した上で、的確な美しい日本語で自身の考え又は思いを表現・発信できる能力の養

成を教育上の目的とし、日本文学科及び歴史文化学科との連携の下、その能力を高度に発揮して表

現活動の第一線で活躍できる専門家を始め、優れた日本語運用能力・コミュニケーション能力によ

って社会に貢献できる人材を養成する。 

 

(３) 歴史文化学科は、日本史学及び日本民俗学を中心とし、かつ、宗教学、社会学、地理学等のうち歴

史的なアプローチを行う上で隣接する学問分野を研究対象とする。日本の歴史について正確な知識

を有し、地域の歴史遺産及び人々の営みの歴史的多様性に敬意を抱くことを教育上の目的とし、歴

史の知識を糧としつつ現代の諸課題に実証的態度で向き合い、心豊かな社会の建設に貢献できる人

材を養成する。そのため、日本文学科及び言語表現学科との連携の下、史料調査、実地踏査等実物

に即した教育研究活動の実践に努める。 


